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No. 34 (1989) 

メタロチオネイン醗導の水晶体混濁抑制効果＊

小林静子，粕谷美南子榊，石井康雄市＊＊，酒井一夫料＊＊，鈴水紀夫材料

西村久雄材料＊，西村典子＊帯林市，遠山千春帥＊＊＊＊，糸井素ーホ＊＊＊＊料

老人性白内障を誘起する原因のひとつに紫外線や環境中に含まれる化学物質により発生する活

性酸素種が挙げられる。それらの障害に対して水晶体内に多量に含まれる還元型グルタチオン

(GSH）が抗酸化剤として働き，水晶体内部の還元的環境を保ち， しいては透明度の維持につな

がると考えられている。したがって，混濁の防止や治療には GSHが有効で、あると考えられるが，

膜を介しての移行が極めて悪いため細胞外からの投与は，その効果が期待出来ない。

一方，重金属，グルココルチコイド，インターロイキン等によって細胞内で誘導合成され，分

子内に 20残基の SH基を持つメタロチオネイン（MT）に着目し， X線照射による水晶体混濁に

対して抑制効果を持っか検討した。

10 GyのX線をラット頭部に照射した後， Znを連続投与すると水晶体の上皮細胞，前後嚢部

皮質線維細胞に MTの誘導が認められた。 MTを誘導合成している水品体では X線による混濁

が有意に抑制された。
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